
参考資料－１

小瀬川総合水系環境整備事業に関する 

事業再評価の費用便益化（B／C）算定等資料 



参考資料－１



【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 小瀬川
お ぜ が わ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 小瀬川直轄管理区間内 

当該基準 
社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要性が生じた事業

（水辺整備１箇所の変更、事業期間の延伸） 

事業諸元 

【水辺整備】 

小瀬箇所水辺整備 令和 7 年度（2025 年度）～令和 13 年度（2031 年度） 

河川管理用通路、河川管理用階段、高水敷整正 

事業期間 平成 13 年度（2001 年度）～令和１3年度（2031 年度） 

総事業費（億円） 2.2 億円 
残事業費（億

円）
2.2 億円 

目的・必要性 

小瀬川は、広島県と山口県の県境に位置し、その源を中国山地の飯山
いいのやま

に発し、

瀬戸内海に注ぐ、幹川流路延長 59km、流域面積 340km2の一級河川である。 

【水辺整備】 

《小瀬箇所水辺整備》 

小瀬箇所は山間狭隘部にあり、河川空間が貴重なオープンスペースとなって

いる。周辺には小学校や保育園があり、教育の場としても活用が期待されてい

る。整備箇所は旧山陽道の舟の渡し場があった所で、傍らには吉田松陰の歌碑

が設置され、伝統行事「ひな流し」が行われるなど、歴史・文化との関係が深

い。水辺には雑草や雑木が繁茂し利用しにくい状況であり、地元からは水辺を

安全に歩ける通路整備等の要望が寄せられている。地元住民による河川の清掃

活動も行われており、整備後の日常管理も実施される予定である。そのため、

安全に水辺に近づくことができる河川管理用の階段や通路などを整備すること

で、憩いの場や子どもたちの環境学習の場として安全に利用できるようになり、

地域の活性化が期待できる。 

便益の主な根拠 
【水辺整備】小瀬箇所水辺整備 CVM 

全体事業：支払意思額 ＝ 283 円/月/世帯、受益世帯数 ＝ 26,967 世帯 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 令和 6 年度 

B:総便益 

(億円) 

C:総費用 

(億円) 
B/C 

B-C 

(億円) 

EIRR 

(%) 

全体事業

15.0 1.8 8.1 13.1 20.7% 

（社会的割引率２％） (12.9)  

（社会的割引率１％） (16.8)  

残事業 15.0 1.8 8.1 13.1 20.7% 



感度分析 

 残事業(B/C) 全体事業(B/C) 

残事業費（+10%～-10%） 7.4～9.0 7.4～9.0 

残工期（+10%～-10%） 8.0～8.3 8.0～8.3 

便益（+10%～-10%） 8.9～7.3 8.9～7.3 

当面の段階的な整備 － 

事業の効果等 

【水辺整備】 

《小瀬箇所水辺整備》 

・高水敷を整正することで、快適で安全な水辺利用ができるようになる。 

・階段や通路を整備することで、水辺に近づきやすくなる。 

社会情勢等の 

変化 
・小瀬川沿川の岩国市について、人口、世帯数に大きな変化はみられない。 

事業の進捗状況 ・事業の進捗率は 0％（事業費ベース）である。（総事業費 2.2 億円）

事業の進捗の見

込み 

・小瀬箇所は、水辺整備に対する地域の要望が強く、事業実施に向けて地域

の意見を取り入れながら調整を行っているところであり、事業進捗を図る

上で支障はない。

コスト縮減や代

替案立案の可能

性 

・水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土へ流用するこ

と等によりコストの縮減を図る。また、清掃などの日常管理について地元

と協力体制を確立することで、コストの縮減を図る。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 

事業の必要性、費用対効果、地元の協力体制を鑑み、事業継続すること

は妥当と考える。 

今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を確立した事業効果の検

証など、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。

その他 －



小瀬川総合水系環境整備事業

〔 費用便益比（ B/C） 算定等資料〕
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【 概要】

水系・ 河川名 小瀬川水系

事業名 小瀬川総合水系環境整備事業

事業主体 太田川河川事務所

関係自治体 大竹市、岩国市、和木町

事業期間 2001年度～2031年度（ 平成13年度～令和13年度）

基準（ 評価） 年度 2024年度（ 令和6年度）

【 費用】

事業費 維持管理費 合計

単純合計（ 実質価格） 202百万円 5百万円 207百万円

基準年における現在価値
合計（ C）

179百万円 5百万円 184百万円

【 便益】

便益

供用年度 2032年度（ 令和14年度）

供用年度の単年度便益
（ 実質価格）

92百万円

残存価値（ 実質価格） 27百万円

基準年における現在価値
合計（ B）

1, 498百万円

【 費用便益分析結果】

費用便益比（ CBR）

8. 1 

（ 社会的割引率2% 12. 9）

（ 社会的割引率1% 16. 8）

純現在価値（ NPV） 1, 314百万円

経済的内部収益率（ EI RR） 20. 7％

※費用、便益には、完了箇所を含まない
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【 算出説明書】

事業概要

事業目的

《 大竹・ 和木箇所水辺整備》（ 完了箇所）

事業箇所では、散歩やジョギング等、地域住民の交流や健康づく りの場とし

て利用されているが、堤防天端道路は交通量が多いうえに歩行空間がなく 、歩

行者が安全に移動できない区間がある。

そのため、川沿いを安全に移動することができる河川管理用通路などを整備

する。

事業内容

事業箇所図) 

（ 水辺整備）

・ 大竹・ 和木箇所（ 完了箇所）

・ 大竹箇所（ 本町地区） 水辺整備［ H19～R6］

河川管理用通路、河川管理用階段、坂路

・ 和木箇所水辺整備［ H14～R6］

河川管理用通路、河川管理用階段、坂路

・ 大竹箇所（ 元町地区） 水辺整備［ H13～H13］

護岸、河川管理用階段、坂路

弥栄ダム

広島県

山口県

大竹市

岩国市

岩国市和木町

小瀬川

中市堰

栄橋（R２）

2

両国橋 1

11

-1

-2-3

大和橋

凡 例

緑： 計画中 黒： 完了

①-3 大竹箇所（元町地区）
水辺整備

①-1 大竹箇所（本町地区）
水辺整備

①-2 和木箇所水辺整備

②小瀬箇所水辺整備
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【 算出説明書】

費用便益比の算定根拠

便
益

評価手法
〇CVM（ 令和4年7月にアンケート実施）

（ 水辺整備） 大竹・ 和木箇所

便益計測期間 H15～R56（ 整備期間、及び事業完了から 50年まで）

総便益

○年便益額＝75百万円

○残存価値＝6百万円

総便益B=Σ単年度便益額/(1＋0. 04)ｎ+残存価値=3, 100百万円

評価範囲
(評価対象範囲図)

〇便益範囲：

・ 大竹・ 和木箇所は、平成23年度のプレテストの結果より、事業箇所への

来訪頻度が高い5km圏をアンケート調査範囲に設定する。

《 大竹・ 和木箇所水辺整備》（ R4調査）

○世帯数： 25, 240世帯

○配布回収方法： 郵送

○アンケート票数： 2, 300票配布、回収数778票（ 回収率33. 8%）

有効回答数462（ 有効回答率59. 4%）

○WTP（ 平均支払意思額）： 247円/月/世帯

費
用

事業費 2, 927百万円（ H13～R6）

維持管理費 18百万円

総費用 2, 945百万円

費用便益比（ B/C） 1. 1 

その他留意点等 －

10ｋｍ

20ｋｍ

岩国市

大竹市

廿日市市

周南市

柳井市光市

下松市

吉賀町

広島市

小瀬川

太田川

和木町

5ｋｍ

○対象市町村（ 事業箇所から 10㎞圏内）

大竹市、岩国市、廿日市市

（ 大竹・ 和木箇所との重複範囲を除く ）

小瀬箇所

水辺整備

大竹・和木箇所

水辺整備

○対象市町村（ 事業箇所から 5㎞圏内）

大竹市、和木町、岩国市
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【 算出説明書】

事業概要

事業目的

《 小瀬箇所水辺整備》

事業箇所には、「 小瀬の渡し場跡」 や「 吉田松陰の歌碑」 などの歴史的な遺産

が存在するが、水辺では雑草や雑木が繁茂するなど、住民が水辺や河川敷を利

用しにくい。

そのため、憩いの場や子どもたちの環境学習の場として安全に利用できる河

川管理用の階段や通路などを整備する。

事業内容

(事業箇所図) 

（ 水辺整備）

・ 小瀬箇所水辺整備［ R7～R13］

河川管理用通路、河川管理用階段、高水敷整正
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【 算出説明書】

費用便益比の算定根拠

便
益

評価手法
〇CVM（ 令和6年8月にアンケート実施）

（ 水辺整備） 小瀬箇所

便益計測期間 R14～R63（ 整備期間、及び事業完了から 50年まで）

総便益

○年便益額＝92百万円

○残存価値＝3百万円

総便益B=Σ単年度便益額/(1＋0. 04)ｎ +残存価値=1, 498百万円

評価範囲
(評価対象範囲図)

〇便益範囲：

・ 小瀬箇所は、平成29年度のプレテストの結果より、事業の必要性を感じる

回答者の比率が高い10km圏（ 大竹・ 和木箇所範囲の重複箇所を除く ）をア

ンケート調査範囲に設定する。

《 小瀬箇所水辺整備》（ R6調査）

○世帯数： 26, 967世帯

○配布回収方法： 郵送

○アンケート票数： 2, 300票配布、回収数716票（ 回収率31. 1%）

有効回答数426（ 有効回答率59. 5%）

○WTP（ 平均支払意思額）： 283円/月/世帯

費
用

事業費 179百万円（ R7～R13）

維持管理費 5百万円

総費用 184百万円

費用便益比（ B/C） 8. 1 

その他留意点等 －

10ｋｍ

20ｋｍ

岩国市

大竹市

廿日市市

周南市

柳井市光市

下松市

吉賀町

広島市

小瀬川

太田川

和木町

5ｋｍ

○対象市町村（ 事業箇所から 10㎞圏内）

大竹市、岩国市、廿日市市

（ 大竹・ 和木箇所との重複範囲を除く ）

小瀬箇所

水辺整備

大竹・和木箇所

水辺整備

○対象市町村（ 事業箇所から 5㎞圏内）

大竹市、和木町、岩国市
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※完了箇所は含まない

河川環境整備事業

事業名

評価年度 R6

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 117

本工事費 式 1 117

盛土工 m3 0 0

高水敷整正 ㎡ 4,990 20

護岸 m 145 20

坂路 箇所 1 1

管理用通路 m 60 15

管理用階段 箇所 1 4

管理用橋梁 箇所 2 30

根固工 ㎡ 162 5

排水工 箇所 0 0

その他 式 1 22 仮設工等

用地費及補償費（水辺整備） 式 1 0

用地費 式 1 0

補償費 式 1 0

間接経費等（水辺整備） 式 1 83

工事諸費（水辺整備） 式 1 20

事業費（水辺整備）　計 式 1 220

維持管理費（水辺整備） 式 1 5

事業費の内訳書

小瀬川総合水系環境整備事業 （全体事業費）

再評価
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河川環境整備事業

事業名

評価年度 R6

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 117

本工事費 式 1 117

盛土工 m3 0 0

高水敷整正 ㎡ 4,990 20

護岸 m 145 20

坂路 箇所 1 1

管理用通路 m 60 15

管理用階段 箇所 1 4

管理用橋梁 箇所 2 30

根固工 ㎡ 162 5

排水工 箇所 0 0

その他 式 1 22 仮設工等

用地費及補償費（水辺整備） 式 1 0

用地費 式 1 0

補償費 式 1 0

間接経費等（水辺整備） 式 1 83

工事諸費（水辺整備） 式 1 20

事業費（水辺整備）　計 式 1 220

維持管理費（水辺整備） 式 1 5

事業費の内訳書

小瀬川総合水系環境整備事業 （残事業費）

再評価
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小瀬川総合水系環境整備事業 完了箇所評価 水辺整備（ 大竹・ 和木箇所水辺整備）

CVM 調査結果 （ R4実施）

(1)アンケート集計数

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答

2, 300 778 33. 8% 462 59. 4% 168 148 

(2)WTP算定結果

 (3)便益・ 費用算定結果

◇年便益＝WTP×12ヶ月×受益世帯数

＝247×12×25, 240世帯＝74. 8百万円

69
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推定曲線

WTP平均
247円/月/世帯
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小瀬川総合水系環境整備事業 再評価 水辺整備（ 小瀬箇所水辺整備）

CVM 調査結果 （ R6実施）

(1)アンケート集計数

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答

2, 300 716 31. 1% 426 59. 5% 247 43 

(2)WTP算定結果

(3)便益・ 費用算定結果

◇年便益＝WTP×12ヶ月×受益世帯数

＝283×12×26, 967世帯＝91. 6百万円

ＷＴＰ平均

283 円/月/世帯




